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409 人（平均 68 歳，男性 34%）に対し，歯周病検査，動脈硬化検査，身体測定，採血，問診，および
医療記録調査を実施した。全残存歯を対象とした歯周病検査では，歯周組織の現在の炎症を表す歯周
ポケット深さ（Probing pocket depth：PPD）を 4 点法にて測定し，パノラマ X 線画像から歯周組織
破壊の累積を表す歯槽骨吸収率（Bone loss：BL）を全残存歯の近遠心について算出した。動脈硬化検
査では，脈波伝播速度（brachial-ankle pulse wave velocity：baPWV）および脈波増大係数（Augmentation 
index：AI）を測定した。解析では，まず診査項目内で相関分析を行い，続いて歯周病と動脈硬化と
の関連を調査するために年齢，性別，Body mass index（BMI），心拍数，高感度 C 反応性蛋白（high 
sensitivity C reactive protein：hsCRP），疾患既往歴（高血圧，高脂血症，糖尿病，脳心血管疾患），喫煙，
飲酒を補正した重回帰分析を行った。統計解析の有意水準は 5% 未満とした。
重回帰分析の結果，BL と baPWV との関連は認められなかったが（p=0.09），PPD は baPWV と有
意に関連していた（p=0.03）。また，baPWV に対して影響の大きな補正項目は，年齢，心拍数，高血圧，
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さらに，hsCRP は baPWV と関連する傾向を示した一方（p≤0.06），AI とは関連しなかった（p≥0.6）。
本研究において，baPWV と AI は同じ動脈硬化指標であっても交換可能な指標ではない可能性が示
唆された。また，一般地域住民において歯周病と動脈硬化が関連するとともに，評価指標の特性によっ
てその関連に異なる特徴があることが明らかとなった。

















硬化度の評価に用いられている脈波伝播速度 baPWV と脈波増大係数 AI という新たな指標を用いてい
る点も新しい。
重回帰分析の結果，BL と baPWV は関連が認められなかったが PPD と baPWV と有意に関連して
おり（p=0.03），baPWV に影響の大きな項目は，年齢，心拍数，高血圧，糖尿病であった。PPD は
AI と関係なかったが BL と AI には有意な関連がみられた（（p=0.02）。この結果は，一般住民におい
ても歯周病と動脈硬化が関係有ることを証明したばかりでなく，同じ動脈硬化の指標であっても，こ
れらは交換可能な指標ではないことを明らかにし，動脈硬化の原因を考える際に，より有益な情報を
提供していると言える。
これらの成果は，動脈硬化性疾患の本質に迫る鍵を与えるばかりでなく，今後の国民の口腔保健向
上と歯科学研究に大きく貢献すると考えられることから，本論文が博士（歯学）の学位に相応しいと
判定する。
